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｢財務応援Super/Lite Ver.7.3｣での対応内容をご案内します。  

1.バージョンアップについて 

財務応援Ｓｕｐｅｒ     ・・・Ver.6.3＊以降 

財務応援Ｌｉｔｅ      ・・・Ver.6.２＊以降 

＊電子申告プログラム(Ver.7.20.e3)をお使いの場合 

Ver.7.3リリースに伴う電子申告プログラムのバージョンアップはありません。財務応援Super電

子申告プログラム(Ver.7.20.e3)をお使いのお客様が、Ver.7.3へのバージョンアップを行った場合

も、電子申告機能はご使用いただけます。（電子申告更新用プログラムの再セットアップは不要） 

バージョンアップ後のバージョン表示は「Ver.7.30.e3」となります。 

２.データの利用について 

＊データの受け渡し処理の注意事項 

会計事務所と顧問先、本店と支店間で会社送受信(単純送受信）、仕訳送受信(相互送受信)や合併処
理、バックアップデータのやりとり等、データの受け渡しに関わる処理を行う場合は、双方とも財務

応援Super/Lite Ver.7.0*以降、InterKX財務会計(2006)Ver.3.0＊以降のプログラム同士でなけれ

ば、データの受け渡し処理が行えません。 

＊所得税システムとの連動を行う場合 

財務応援Super/Lite Ver.7.3の「所得税連動データ作成」で作成した所得税システム連動用平成

18年分青色決算書ファイルは、所得税システムVer.H18.1でないと受け取ることができません。 
＊請求応援Liteをお使いの場合 

財務応援Super/LiteVer.7.3にて登録された会社データの基本情報および科目情報を参照する場

合は、「請求応援LiteVer.2.03」へのバージョンアップが必要です。 

ダウンロードにて「請求応援LiteVer.2.03」への更新用プログラムをご提供しています。 

http://www.tabisland.ne.jp/support/download.nsf/FMList 

3.青色申告決算書の変更内容 

●少額減価償却資産の記載方法の変更  
一定の中小企業等に該当する青色申告者が、平成18年1月1日から平成18年3月31日までに30万円

未満の少額減価償却資産を取得等し、その業務の用に使用した場合には、減価償却の計算をしないで、使

用したときにその取得価額をそのまま必要経費に算入することができます。 

また、平成18年4月1日から平成18年12月31日までに取得等した10万円以上30万円未満の少額減

価償却資産については、その取得価額の合計額の限度額が300万円までとなります。 

よって、平成18年1月1日から平成18年3月31日までに取得した少額資産と平成18年4月1日か

ら平成18年12月31日までに取得した少額減価償却資産を分けて記載する方法に変更になりました。 

■システムでは、取得日により少額減価償却資産を分けて入力できるように変更しました。 

●青色申告決算書の様式変更  

これまでは、青色申告決算書の年度がプリントされていましたが、平成18年度青色申告決算書から
年度欄がOCR読み取り用(記入欄)になりました。 

■システムでは年度部分をOCR用紙に印刷できるように変更しました。

｢財務応援Super/Ｌｉｔｅ｣青色申告決算書対応版（Ver.7.3） 概要
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4.システムでの対応について 

●少額減価償却資産の記載方法変更への対応 
平成18年1月1日から平成18年3月31日までの取得分と平成18年4月1日から平成18年12月31

日までの取得分をそれぞれ１行ずつ入力できるように対応しました。 

＜減価償却費の計算 取得年月＞       ＜減価償却費の計算 摘要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

●青色申告決算書の様式変更  

青色申告決算書の年度部分について、OCRフォントに出力に対応しました。 
●Windows Vista対応  

Windows Vistaに対応しました。 

4.その他の変更点 

●株主資本等変動計算書の縦型対応  
株主資本等変動計算書作成の出力様式に「Ａ４縦」を追加し、縦型で印刷できるようにしました。 
<株主資本等変動計算書作成画面＞       ＜株主資本等変動計算書 A4縦＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●株主資本等変動計算書のExcel出力対応  
株主資本等変動計算書(「A4横」「B4横」「A4縦」)をExcelに出力できるように対応しました。 

●株主資本等変動計算書 当期純利益の常時金額転記に対応  
株主資本等変動計算書の「科目：繰越利益剰余金 /事由：当期純利益」について、決算額欄から金
額欄への金額転記を常時行うようにしました。 

●試算表合併時のメッセージ表示の追加  
仕訳が入力されているデータに試算表合併を行うと、仕訳が抹消されるため、注意を促すメッセー

ジを表示するようにしました。 

●当初摘要モード切替ボタンの追加  
会社処理情報で設定することができる「当初摘要モード」について、帳簿入力（現金出納帳、銀行

帳、帳簿選択入力）画面の＜Ｃ＞＜F6当初摘要＞でも切替をできるようにしました。データ通信を

行っている出先でも当初摘要モードの変更が可能です。  
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●チェックリストの試算表の利益科目相殺出力選択追加 
チェックリストの試算表、試算表（補助科目含む）試算表(摘要科目含む）に利益科目を相殺して
出力するかの選択を追加しました。 
＜相殺が無効の場合＞  
利益科目を相殺表示せず、貸借に金額を表示します。 

＜相殺が有効の場合＞  
利益科目の相殺を行い、貸借どちらかに金額を表示します。 

●会社表示順ソートキーの変更（バックアップ画面等） 
次の画面の会社表示順ソートキーを変更しました。      
・全社一括バックアップ   ・選択バックアップ    ・終了年指定バックアップ 
・リストア（他ＨＤ→ＨＤ） ・自動バックアップの条件設定 
・終了年指定一括移動    ・本支店仕訳一括合併   ・本支店試算表一括合併 
・会社グループ登録     ・（ＬＡＮ環境での）会社マスターの受け取り  

●処理中の会社を選択したときの表示メッセージ変更  
他のＰＣで処理中の会社を選択したときに表示されるメッセージに、処理を行っているＰＣのコン

ピュータ名を明示するようにしました。 

5.動作環境 

ＯＳ Windows®Vista/XP/2000/Me /NT /98 (*1) 

メモリ 

64MB 以上（128MB 以上推奨） 

XP/2000 の場合 128MB 以上（256MB 以上を推奨） 

Vista の場合 512MB 以上（1GB 以上を推奨） 

ＣＰＵ 
お使いのＯＳが推奨する環境以上（Pentium®Ⅱ500MHｚ以上を推奨） 

Vista の場合 800MHz 以上（1GHｚ以上を推奨） 

ディスプレイ 

1024×768(小さいフォント)を推奨、800×600(小さいフォント)も使用可能 

 大きいフォントでは正常に表示できません。 

※Windows® XPの場合は標準フォント、Vistaの場合は標準のスケール(96DPI)を使用 

※お気に入りメニューを使用する場合は、1024×768(小さいフォント) 

表示色 

（画面の色） 
中、high Color(16Bit)以上 

ブラウザ 

Internet Exploler 6.0Service Pack1以降。 

インターネットでデータ通信を行う場合に必要。 

※別途インターネットプロバイダとの契約が必要になります。 

ＨＤＤ 90MB 以上 

最大用紙サイズ Ｂ４（A4 に自動縮小可）(*2) 

プリンタ 
レーザープリンタ（ポストスクリプト対応プリンタ除く）(*3) 

またはインクジェットプリンタ（ADF 付） 

(*1)：Windows® Server 2003は、サーバ用として使用する場合のみ動作保証します。クライアント PC

の基本ソフト(OS)は2000Professional/ XP/ Vista を使用できます。その他の基本ソフトの PC を

クライアント PC にすることはできません。Windows® Me /NT /98は、Microsoft のサポートが

終了しているため、OS に起因する不正動作等のうちアプリケーションで回避できない問題について

はサポートできません。 

(*2)：A3まで印刷できるプリンタをご利用の場合は、税務署配布の青色申告決算書を切り取らずに A3のま

ま印刷することが可能です。また B4出力帳票を A3に自動拡大して印刷することも可能です。 

(*3)：カラープリンタは EPSON 製が対象です。 
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6.プロダクトIDについて 財務応援Superスタンドアロン版のみ  

プログラムのセットアップ(インストール)時には、プロダクトＩＤの入力が必要です。プロダクトＩＤは

製品固有の 24 桁の数字で、同一のプロダクトＩＤは存在しません。1 つの製品を複数のコンピュータ

にセットアップされた場合、2 台目以降では、別のプロダクトＩＤを入力されるまでプログラムの起動

ができなくなります。 

プロダクト IDが記載されたラベルは、CD-ROMのケース(ライセンス商品の場合はライセンス使用許諾証

またはプロダクト IDのご案内ハガキ)に貼られます。詳細は改版商品に同梱のご案内(手順書)をご参照ください。 

ライセンス商品のご案内  

｢応援シリーズ｣で、同一プログラム (スタンドアロン版 )を複数本使用される場合、２本目以降を

割安価格でお求めいただけるライセンス商品(及び年間プログラム保守契約)をご用意しています。 

■ライセンス商品はこんなときに最適です。 
①企業又は会計事務所内において、複数台のパソコンで使用する場合 
②本社以外の出先拠点(支社、営業所等)において使用する場合 
③会計事務所において、在宅処理や外出先処理(モバイル用途)等の所外で使用する場合 
④学校等の教育用途として使用する場合 
 

 

 

【著作権･使用許諾契約について】 
プログラムを使用するには、著作権法及び使用権許諾契約により、１台のコンピュータにつき１ライセンス
の使用許諾が必要です。 


